
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
掲
げ
る
成
長
戦

略
の
大
き
な
柱
と
し
て
注
目
を

集
め
る
「
女
性
の
活
躍
推
進
」。
七
十

七
銀
行
で
は
、
こ
う
し
た
機
運
が
高
ま

る
以
前
か
ら
、
管
理
職
や
融
資
・
営
業

部
門
に
女
性
行
員
を
積
極
的
に
登
用
す

る
な
ど
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た

取
組
み
に
注
力
し
て
き
た
。

平
成
２７
年
３
月
末
現
在
で
、
管
理
・

監
督
職
に
占
め
る
女
性
行
員
の
割
合
は

１０
％
（
平
成
２１
年
３
月
末
か
ら
約
４０
名

の
増
加
）、
融
資
・
営
業
担
当
に
占
め

る
同
割
合
は
２４
％
（
同
約
１
９
０
名
の

増
加
）。
す
で
に
融
資
・
営
業
担
当
の

四
人
に
一
人
が
女
性
行
員
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

「
弊
行
で
は
、
２
年
前
か
ら
女
性
の
活

躍
推
進
に
向
け
た
取
組
み
を
本
格
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
平
成
２５
年
８
月
に
『
女

性
活
躍
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
』

を
立
ち
上
げ
、
女
性
行
員
か
ら
の
意
見

を
幅
広
く
吸
収
し
た
う
え
で
、
そ
の
意

見
を
積
極
的
に
活
用
し
、�
女
性
な
ら

で
は
�
の
視
点
か
ら
女
性
の
活
躍
支
援

に
向
け
て
有
効
な
施
策
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
」（
高
玉
隼
人
副
長
・
人
事
部

人
事
課
）

こ
の
女
性
活
躍
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
以
下
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
）
は
、
本
部
・
営
業
店
か
ら
公
募
し

た
女
性
行
員
か
ら
選
ば
れ
た
、
職
位
や

年
齢
、
家
族
構
成
な
ど
が
異
な
る
多
様

な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

１
期
は
１０
名
、
第
２
期
（
平
成
２６
年
８

月
〜
）
は
１２
名
が
選
任
さ
れ
、
毎
月
１

〜
２
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開

催
。
女
性
行
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
、
女
性
の
視

点
を
活
か
し
た
商
品
開
発
・
Ｂ
Ｐ
Ｒ

（
業
務
改
善
）
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

平
成
２５
年
１１
月
に
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
ベ
ー

ス
に
「
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
取

わ

く

組
み
に
か
か
る
基
本
方
針
『
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

わ

く

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

Ｗ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
』」
を
策
定

（
図
表
１
）。
こ
れ
は
、
行
員
が
仕
事

と
家
庭
生
活
を
両
立
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
に
対
す
る
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
備
し
て
い
く
―
―
と
い
う
観
点
か

ら
定
め
ら
れ
た
も
の
。

本
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
数
多
く
の

施
策
を
実
施
し
て
き
た
七
十
七
銀
行
。

こ
の
取
組
実
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
２６

年
６
月
に
は
、
宮
城
県
が
実
施
す
る

「
女
性
の
チ
カ
ラ
を
活
か
す
企
業
認
証

制
度
」
に
お
い
て
「
ゴ
ー
ル
ド
認
証
企

業
」
と
し
て
認
証
を
受
け
た
。

時
間
外
休
日
勤
務
の
削
減
と

同
時
進
行
で
朝
型
勤
務
を
推
奨

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
取
組
み

に
か
か
る
基
本
方
針
で
は
、
二
つ
目
の

柱
と
し
て
「
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立

支
援
へ
の
取
組
強
化
」
を
掲
げ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
出
産
・
育
児
や
育
児
休

業
か
ら
の
復
帰
に
か
か
る
不
安
を
緩
和

し
、
継
続
し
て
就
業
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
観
点
か
ら
、
仕
事
と
家
庭
生
活

の
両
立
支
援
へ
の
取
組
み
を
強
化
す
る

も
の
だ
が
、
こ
の
た
め
に
は
仕
事
の
効

率
を
上
げ
、
長
時
間
労
働
を
抑
制
し
て

い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

七
十
七
銀
行
で
は
従
来
か
ら
時
間
外

休
日
勤
務
削
減
へ
の
取
組
み
を
行
っ
て

き
た
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
震

災
か
ら
の
復
興
支
援
を
背
景
に
時
間
外

休
日
勤
務
が
増
加
基
調
に
あ
っ
た
。

「
震
災
か
ら
３
年
ほ
ど
経
過
し
た
平
成

２６
年
度
か
ら
、
弊
行
で
は
、
従
前
の
総

労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た
運
動
を
全
面

的
に
見
直
し
、『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
推
進
運
動
』
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
運
動
は
、
生
産
性
を
よ
り
一

層
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
行
員
一
人

ひ
と
り
が
仕
事
に
対
し
て
『
や
り
が

い
』
や
『
充
実
感
』
を
持
て
る
よ
う
、

家
族
・
地
域
社
会
と
か
か
わ
る
時
間
や

自
己
啓
発
の
た
め
の
時
間
を
確
保
す
る

な
ど
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
調
和
を
図

っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
」（
高
玉
副
長
）

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
運
動

の
主
な
取
組
み
は
図
表
２
の
と
お
り
。

こ
こ
か
ら
は
、
同
運
動
の
う
ち
特
に
注

目
す
べ
き
取
組
み
に
つ
い
て
具
体
的
に

紹
介
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
、「
�
時
間
外
休
日
勤
務
に
か

か
る
『
行
動
基
準
』
の
見
直
し
」
は
、

従
前
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
た
時
間
外
休

日
勤
務
を
行
う
場
合
の
行
動
基
準
に
つ

い
て
、
時
間
外
勤
務
の
終
了
時
刻
を
午

後
９
時
か
ら
１
時
間
早
め
て
午
後
８
時

に
見
直
し
し
た
。

そ
し
て
、
�
と
セ
ッ
ト
で
推
進
し
て

い
る
の
が
「
�
朝
型
勤
務
の
推
奨
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
午
後
８
時
以
降
の
時

間
外
勤
務
を
原
則
禁
止
と
し
た
こ
と
に

伴
い
、
や
む
を
得
ず
時
間
外
勤
務
が
必

要
な
場
合
に
は
効
率
性
を
考
慮
し
、
始

業
時
刻
（
午
前
８
時
４５
分
）
前
の
労
働

を
推
奨
す
る
も
の
だ
。

「
現
場
の
声
を
聞
く
と
、『
こ
れ
ま
で

は
午
後
９
時
ま
で
な
ら
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
前
提
に
仕
事
を
進
め
て
い
た

が
、
８
時
ま
で
に
退
行
と
定
め
ら
れ
た

こ
と
で
仕
事
の
効
率
・
段
取
り
を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
か
、『
組
織
と

し
て
推
奨
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
し
た

く
て
も
で
き
な
か
っ
た
朝
型
勤
務
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
』
な
ど
、
働
き
方

に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
時

間
外
勤
務
を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
や
本
部
へ
の

事
務
処
理
の
集
中
化
な
ど
、
継
続
的
な

Ｂ
Ｐ
Ｒ
も
進
め
て
い
ま
す
」（
高
玉
副

長
）平

成
２６
年
度
に
は
、
前
年
度
比
で
約

１３
％
の
時
間
外
休
日
勤
務
の
削
減
を
実

現
。
数
字
と
し
て
も
着
実
に
効
果
が
現

れ
て
お
り
、
今
後
も
制
度
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
方
針
だ
。

平
成
２６
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
運
動
」
が
厚
生
労
働
省
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
七
十
七
銀

行
。
本
稿
で
は
、
同
運
動
の
具
体
的
施
策
を
中
心
に
、
七
十
七
銀

行
が
進
め
る
働
き
方
革
新
の
取
組
み
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

レ
ポ
ー
ト
●
七
十
七
銀
行
に
見
る
・
働
き
方
革
新
の
取
組
み

労
働
時
間
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

仕
事
と
家
庭
生
活
の
調
和
を
図
る

図表１ 女性の活躍推進に向けた取組みにかかる基本方針
わ く わ く

「Work Work Woman」

（１）キャリア形成・能力開発支援への取

組強化

（２）仕事と家庭生活の両立支援への取組

強化

（３）女性行員からの意見の積極的活用

図表２ ワークライフバランス推進運動の主な取組み

�時間外休日勤務にかかる『行動基準』の

見直し

�定時退行運動

�年次有給休暇の取得促進

�朝型勤務の推奨と深夜勤務抑制の取組み
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